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報

　

本

　

會

　

記

　

事

　
　

東
洋
史
研
究
會
大
會

　

十
一
月
三
日
（
睨
）
京
大
會
館
に
お
い
て
開
催
。

講
演
十
件
（
各
講
演
の
要
旨
は
本
銃
一
九
四
～
一
九

九
頁
に
掲
載
）
。

　

な
お
、
總
會
に
て
會
計
報
告
、
會
務
報
告
、
事
業

報
告
を
行
い
、
承
認
を
得
た
。

學

　

界

　

動

　

静

　

京
都
大
學
羽
田
記
念
館
関
係

於
羽
田
記
念
館

第
四
十
二
回

　

一
一
月
二
〇
日
（
土
）

　

ウ
イ
グ
ル
語
詳
『
干
字
文
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

新
禧
大
學
副
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ブ
ド
ラ
シ
テ
ィ
ー
ヤ
コ
ブ

　

デ
ィ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
文
献
研
究
－
イ
ン
ド
學
を

　
　

事
例
と
し
て
Ｉ

　
　
　
　
　
　

京
都
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
永

　

宗
雄

學
習
院
大
學
東
洋
史
関
係

平
成
十
一
年
度
東
洋
史
関
係
講
義
題
目

學
部

　

基
礎
演
習
Ｂ

　
　
　
　

第
一
學
期

　

ア
ジ
ア
註
會
論
を
讃
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
内

　

房
司
助
教
授

　
　
　
　

第
二
學
期

　

中
國
考
古
學
と
文
献
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
聞

　

和
幸

　

教
授

　

概
説

　

第
一
學
期

　

中
華
帚
國
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶴
聞

　

和
幸

　

教
授

　
　
　
　

第
二
學
期

　

清
朝
と
周
遇
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
内

　

房
司
助
教
授

　

特
講

　

十
八
～
十
九
世
紀
の
雲
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
内

　

房
司
助
教
授

　
　
　
　

清
末
民
國
初
中
國
の
政
治
と
此
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳

　

信
夫
助
教
授

　
　
　
　

朝
鮮
近
世
の
地
域
と
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田

　

光
男

　

講
師

　
　
　
　

秦
混
一
帝
國
の
遺
産

　

鶴
聞

　

和
幸

　

教
授

　
　
　
　

近
代
イ
ン
ド
の
吐
會
受
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
根

　

康
正

　

講
師

大
學
院

　

特
研

　

中
國
古
代
史
の
諸
問
題
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外
山
軍
治
朝
朗
釧
訓

　

大
阪
外
國
語
大
學
名
腎
教
授
、
文
學
博
士
外
山
軍

治
先
生
は
、
不
成
十
一
年
九
月
七
日
逝
去
さ
れ
た
。

明
治
四
十
三
年
の
生
ま
れ
、
中
國
風
に
数
え
年
九
十

歳
で
あ
っ
た
。
大
阪
市
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
本
籍

は
徳
島
蒜
に
あ
っ
た
。
大
阪
府
立
住
吉
中
學
校
、
大

阪
高
等
學
校
を
経
て
、
昭
和
八
年
、
京
都
帚
國
大
學

文
學
部
史
學
科
（
東
洋
史
學
専
攻
）
を
卒
業
し
た
。

　

羽
田
亨
博
士
の
指
導
の
下
、
外
務
省
文
化
事
業
部

助
成
金
を
受
け
て
満
蒙
文
化
の
研
究
に
従
事
し
、
そ

の
集
大
成
が
『
金
朝
史
研
究
』
で
あ
る
。
ま
た
『
岳
羽
田
記
念
館
講
演
會

飛
と
秦
檜
』
も
あ
る
。
中
國
近
代
史
の
分
野
で
は

『
太
不
天
國
と
上
海
』
。
モ
ー
ス
『
太
不
天
國
異
聞
』

　

（
詳
）
が
あ
る
。
そ
の
後
、
唐
代
史
に
も
研
究
を
進

め
、
『
隋
唐
世
界
帚
國
』
『
顔
貝
卿
』
『
則
天
武

后
』
な
ど
を
世
に
迭
っ
た
。
書
道
に
も
造
詣
深
く
、

　

『
書
道
全
集
』
に
執
筆
し
た
文
を
集
め
た
『
中
國
の

書
と
人
』
『
同
Ｈ
』
が
あ
る
。

　

本
誌
の
初
期
の
寄
稿
者
で
あ
り
、
か
つ
二
十
除
年

に
わ
た
り
、
評
議
員
と
し
て
本
會
に
貢
献
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
勝
藤

　

猛
）

｜｜


